


近年人工妊娠中絶総件数が減少しているなかで、10代のそれのみが増加している。そのた

め関係各分野で大きな関心が寄せられ、対応が迫まられるところとなった。 

ちなみに優生保護統計から具体的な数字を拾ってみると、1975 年の 10 代人工妊娠中絶件

数が12,123件であったのが1982年ではその2倍を越える24,478件をみるにいたっている

。 

10代妊娠はいろいろの意味で問題となるが大きく分けると以下3つのカテゴリーに集約す

ることができる。第1に医学的な問題である。妊娠中毒症はじめ低体重児出生などリスク

が大きいことが知られており、また人工妊娠中絶にいたった場合子宮頸管裂傷が多発する

ことも報告されている。 

第 2に社会的な問題が挙げられる。例えば学業の中断、離婚率が高いことが指摘されてい

る。第 3に人口学的な問題であるが、全体としてみればわが国では大きな問題とならない

が、それでも地域格差が大きいことが判明している。 


